
  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 札幌学院大学 

設置者名 学校法人 札幌学院大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページにて公表 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo000001jh8r-

att/kessan2022.pdf 

資金収支計算書     P1～4 

活動区分資金収支計算書 P5～6 

事業活動収支計算書   P7～8 

貸借対照表       P9～10 

財産目         P11～12 

監事による監査報告書  P15 

収支計算書又は損益計算書 

財産目録 

監事による監査報告（書） 

事業報告書 https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo000001jh8r-

att/report2022.pdf 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：本学ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/hyouka.html#section-2 
https://www.sgu.ac.jp/information/hyouka2021-22.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/hyouka.html#section-1（本学） 

https://www.juaa.or.jp/search/detail.php?id=156&page=1（認証評価機関） 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 経済経営学部 経済学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

 経済経営学部経済学科は、経済学を中心に幅広く社会科学分野の知識を深め、国際的視

野と地域的視点を持って現代経済を多角的に分析する能力を養い、その知識と分析能力を

活用して地域や産業の発展に貢献する人間を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 人文、社会、自然科学について幅広い教養の基礎知識を身につけている。 

(2) 経済学の基礎概念、経済の仕組みや制度に関する基本的な知識を身につけている。 

(3) 国際的視野と地域視点を持ち、現代経済の諸現象を多角的に分析する専門的な能力を

修得している。 

(4) 現代経済の諸問題を見つけだし、解決のための課題を整理して、論文にまとめて表現

する能力、及び諸問題を解決する能力を身につけている。 

(5) 体系的に修得した専門分野の知識・技能の活用力を高め、自律した人間として市民社

会の形成に主体的に参加し、かつ産業社会で活躍できる能力を修得している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育においては、４つの科目群を設け、それぞれ必要な科目を体系的に配置する。

「基礎科目群」では現代社会を生きるための基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」

では現代社会を豊かに生きるための教養、「キャリア科目群」では生涯にわたって自律的

に学び続ける力、「グローバル科目群」では国際的な視野を広げ、社会に貢献できる力の

修得を目指す。経済学の専門教育においては、「導入科目群」、「専門基礎科目群」、「コ

ース科目」の３つの科目群を配置し、各分野の専門性を体系的に高める。「専門基礎科目

群」は「Ⅰ群」「Ⅱ群」「Ⅲ群」「Ⅳ群」、及び専門ゼミナールⅠの５つに領域に分け、過

不足なく学修するよう体系化している。「コース科目」は、「現代経済コース」に配置さ

れる「国際経済プログラム」と「地域経済プログラム」の２領域の科目群、及び「キャリ

ア・アップ・プログラム（Career Up Program）コース」に配置される「公共政策プログ

ラム」、「金融（ＦＰ）プログラム」、そして「情報（ＩＴ）プログラム」の３領域の科目

群から構成される。 

以上について、ディプロマ・ポリシーとの関係を示せば、次の通りである。 

(1) 「人文、社会、自然科学について幅広い教養の基礎知識」を身につけるため、教養教

育の「基礎科目群」、「人文・社会・健康・自然科目群」、「キャリア科目群」、「グ

ローバル科目群」を配置する。加えて、「専門基礎科目群」（Ⅳ群）を設置する。 

(2) 「経済学の基礎概念、経済の仕組みや制度に関する基本的知識」を身につけるため、

専門科目の「導入科目群」、及び「専門基礎科目群」（Ⅰ群、Ⅱ群、Ⅲ群）を配置す

る。 

(3) 「国際的視野と地域視点を持ち、現代経済の諸現象を多角的に分析する」ための知識

と技術を身につけるため、専門科目に「コース科目」を配置する。 

(4) 「現代経済の諸問題を見つけだし、解決のための課題を整理して、論文にまとめて表

現する能力、及び諸問題を解決する能力」を育成するため、４年間一貫したゼミナー

ル教育を行い、専門知識と経済学的思考力、応用能力を養い、報告・討論等の実践を
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行う。 

(5) 「体系的に修得した専門分野の知識・技能の活用力を培い、自律した人間として市民

社会の形成に主体的に参加し、かつ産業社会で活躍できる能力」を身につけるため、

コース科目を配置する。特に、社会的・職業的な自律を実現するため、キャリア・ア

ップ・プログラムコースには、「公共政策」、「金融」、「情報」の３つの教育プログ

ラムを設置する。 

 

【学修方法】 

ディプロマ・ポリシーの学修目標(1)～(5)に対応する学修方法は、次の通りである。 

(1)は、基本的に講義・演習、実習の３方式を採用する。 

(2)と(3)として「専門基礎科目群」は知識を身につけるための座学・演習方式を採用し、

「コース科目群」では、身につけた知識をもとに、経済学の応用力、思考力など専門的能

力のアップを図る。 

(4)は、主として小人数のゼミナール形式による文献講読とディスカッション形式である

が、ディスカッションの中で自ら問題設定するための訓練を行う。そのために、情報検索、

実地調査、実施報告を行う。その過程を通じて問題発見、解決能力を身につける。 

(5)として、キャリアアップのための教育プログラムを講義・演習形式で身につける。 

 

【評価方法】 

ディプロマ・ポリシーの学修目標(1)～(5)に対応する評価方法は、次の通りである。 

(1)の科目の評価方法は、定期試験、課題レポート、実習報告書による。 

(2)と(3)における評価方法は、「専門基礎科目群」「コース科目群」においては小テスト、

レスポンスシート、定期試験、課題提出などによって履修者の到達度を出来る限り詳細に

把握する。 

(4)は、基礎知識の定量的評価に加え、履修者の成長の過程を記録・評価する。ここでは、

問題発見、解決能力を評価項目として分けて、評価の具体化を図る。 

(5)は、到達目標が明確であり、その資格に向けた各科目の成績指標（定期試験の成績、課

題の完成、資料の作成）、及び実際の資格取得状況に基づき評価を行う。 

 

【初年次教育】 

(1) 学生生活への適応を図り、大学生としての能動的・自律的な学習習慣・態度を身につ

けるための１年次ゼミを実施する。 

(2) 教養教育と並行し、専門教育を受ける上での基礎となるアカデミックスキルの訓練を

１年次専門科目に内挿して行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を持っていること。 

(2) 公民科、地理歴史科などの学習を通じて、経済学および社会科学分野を学ぶための必

要な基礎学力を持っていること。 

(3) 社会的な諸課題について、問題意識をもち、説明・表現できること。 

(4) 地域や社会に貢献するために経済学を学びたいと考えていること。 
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学部等名 経済経営学部 経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

経済経営学部経営学科は、問題発見・問題解決の学問としての経営学を学びの核としな

がら、会計学と金融論の知識と分析手法を修得することで組織と地域の発展に貢献し、ま

た異文化理解の能力とコミュニケーション能力を高めることでグローバル化に貢献できる

人間を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 人文、社会、自然科学について幅広い教養の基礎知識を身につけている。 

(2) 経営学の基礎概念、企業などの組織経営の仕組みや経営環境の変化に関する基本的な

知識を身につけている。 

(3) 経営学の組織経営と経営環境の分析手法を活用した、時代の変化に適応可能なマネジ

メント能力を身につけている。 

(4) 企業を中心とした組織経営における意思決定に役だつ会計情報の技術と分析能力を身

につけている。 

(5) 自らの思考、判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーションとコミュニ

ケーションの技能を修得している。 

(6) ビジネス現場の実践教育を通して、協働の精神、コンプライアンス精神、社会貢献の

精神を身につけている。 

(7) ビジネスのグローバル化で求められる分析能力と戦略思考力が身についている。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育においては、３つの科目群を設け、それぞれ必要な科目を体系的に配置する。

「基礎科目群」では、現代社会を生きるための基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」

で現代社会を豊かに生きるための教養、「キャリア科目群」で社会に貢献できる力の修得

を目指す。 

経営学の専門教育においては、「基礎科目群」、「ゼミナール科目群」、「実践科目群」、

「基本科目群」、「展開科目群」、「国際科目群」の６つの科目群を配置し、各分野の専門

性を体系的に高める。それをディプロマ・ポリシーとの関係で示せば、次の通りになる。 

(1) 「経営学の基礎概念、企業などの組織経営の仕組みや経営環境の変化に関する基本的

な知識」を身につけるため、１年次に「基礎科目群」を設置する。 

(2) 「経営学の組織経営と経営環境の分析手法を活用した、時代の変化に適応可能なマネ

ジメント能力」を身につけるため、基本科目群で経営戦略、マーケティング・流通、

消費者行動、ＩＴ分野の概論・入門科目を配置し、各分野の応用論を展開科目群に配

置する。 

(3) 「企業を中心とした組織経営における意思決定に役立つ会計情報の技術と分析能力」

を身につけるため、基本科目群で「財務会計論」、「原価計算論」を、展開科目群で

「管理会計論」、「国際会計論」を配置する。 

(4) 「自らの思考、判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーションとコミュ

ニケーションの技能」を修得するために、４年間の一貫した少人数ゼミナールを配置

する。 

(5) 「ビジネス現場の実践教育を通して、協働の精神、コンプライアンス精神、社会貢献

の精神」を身につけるため、実践科目群の「プロジェクト実践Ⅰ・Ⅱ」、「フィール

ド実践」を配置する。 

(6) 「ビジネスのグローバル化で求められる分析能力と戦略思考力」を身につけるために、

「国際科目群」において、国内外の幅広いインターンシップ・プログラムを配置する。 
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【学修方法】 

(1)～(3)の学修方法は、主として座学による授業であるが、一方的に聞くだけではなく、

実習形式でパソコンを活用しながら学生自身が能動的に深く学ぶものも含まれている。ま

た、「簿記」は教員の講義と問題の反復練習を行うという方法により学修するようにして

いる。 

(4)のゼミナールは、文献講読とディスカッションの組み合わせの形式、テーマに沿った情

報の探索とプレゼンテーションの形式、グループワークによる課題研究とプレゼンテーシ

ョンの形式など多様である。その積み重ねから、社会で求められるプレゼンテーションと

コミュニケーションについて学修するようにしている。 

(5)の実践科目は、２年次の「プロジェクト実践」では地域課題解決型・地域貢献型の実践

活動を行い、３年次の「フィールド実践」ではゼミナールと連動して現場重視の、現場で

活かせるマネジメント能力を身につけるようにする。テーマと調査先の設定、調査方法の

確定、調査先とのコンタクト、調査期間中の運営、調査結果の分析、報告書の作成、プレ

ゼンテーションは教員が一方的に運営するのではなく、学生主体の運営が基本となる。 

(6)の国際科目群は、座学のプロジェクト入門により基礎力を身につけ、また異文化グルー

プワークで交流事業に取り組むことで基礎力を育成する。その後、海外や北海道内のグロ

ーバルツーリズム事業でのインターンシップに取り組む。 

 

【評価方法】 

(1)～(3)の評価方法は、小テスト、レスポンスシート、定期試験、課題提出などによって

履修者の到達度を出来る限り詳細に把握する。 

(4)の評価方法は、ゼミナール活動への参加度、課題の実行、ディスカッションへの参加度

など、個々の学生の個性と努力を見極め、多様でありながら適正な評価をする。 

(5)の評価方法は、実践活動への参加度を基本とし、活動への関わり方とそれぞれの学生の

成長度合いを見て総合的に評価する。 

(6)の評価方法は、座学の授業では小テスト、レスポンスシート、課題提出などで評価する。

インターンシップは研修先ごとに綿密な打ち合わせをして評価方法を決めるが、基本的に

事前準備とインターシップ期間中の取り組み、インターシップ後のプレゼンテーション、

報告書の成果に基づき評価を行う。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行う。 

(1) 学生生活への適応を図り、大学生としての能動的・自律的な学習習慣・態度を身につ

けるための１年次ゼミを実施する。 

(2) 高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、特に簿記・会計科目

において、習熟度別にクラス編成を行う。それによって、既修者はより先に進むこと

ができ、初学者は基礎からこれを学ぶことができる。 

(3) 現代ビジネス論を開講し、リレー講義によって４年間かけて学ぶ経営学の全体像を早

期に理解できるようにする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 高校で履修する国語、外国語、理科、数学、地理歴史・公民などの社会科科目の内容

を理解していること。 

(3) 企業経営や地域の諸課題に対して、自分の持っている知識や情報をもとに論理的に考

え、それを問題解決の行動として展開できる力を持っていること。 

(4) グローバル化したビジネスや地域の発展について学び、持続的な発展に向けた問題解

決に向けて行動する力を持っていること。 

(5) 経営学科で行なうプロジェクト実践、フィールド実践、インターンシップに率先して

参加し、実践研究による成長を主体的に追究する力を持っていること。 
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学部等名 経営学部 経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

経営学部経営学科は、経営実践の学修を通じて高度なマネジメント能力と戦略的思考を

育み、高いモラルとコンプライアンス精神を持ち、地域の自立的な経済・社会の発展の新

たな基盤形成に貢献しうる人材の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 現代社会の諸問題に関する基礎的知識の上に経営学に関する現代的、実践的な専門知

識を修得している。 

(2) 自らの思考、判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーションとコミュニ

ケーションの技能を修得している。 

(3) ビジネス実践におけるモラルとコンプライアンス精神を備え、環境に適合する経営的、

戦略的思考と論理的な問題解決能力を修得している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として４つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるため

の基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キ

ャリア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グローバル科目群」で

グローバルな視野で社会に貢献できる力を修得する。 

専門教育では、経営学科の教育の目的に基づき、ビジネスを見る力を養い、ダイナミッ

クに変化する社会の中から課題を発見し、その課題を解決し、自らのキャリアをデザイン

し実社会において行動できる力、ＩＣＴを利活用して情報をデザインし発信する力、高い

コミュニケーション力を養う。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 「現代的、実践的な専門知識」を育成するため、１年次から経営学基礎科目を配置し、

２年次には基本科目群、３年次に展開科目群を配置して段階的・体系的に専門知識を

修得できるようにする。体験型学習である実践科目群を２、３年次に配当し、実践的

な専門知識を修得できるようにする。ゼミナール学習と連動して効果的・確実な知識

修得が可能になるようにする。 

(2) 「プレゼンテーションとコミュニケーション技能」を育成するため、４年間の一貫し

たゼミナール科目群とそれと連動した実践科目群、国際科目群、および情報系の専門

科目を編成し配置する。特に、今日のグローバル化した社会に適応するために、国際

科目群においてグローバル・コミュニケーション・スキルを磨く。 

(3) 「問題解決能力」を育成するため、現実社会における課題発見力・解決力を養う場と

しての体験型の実践科目群を編成し配置する。これらを専門教育課程の中心におき、

それと連動する専門科目を配置する。 

 

【学修方法】 

(1) 基礎科目群、基礎ゼミナールは全員が履修し、２年次以降は経営管理専攻とキャリア・

マーケティング専攻に分け、より専門的・実践的な学習に専念するようにする。専門

科目の基礎科目群で座学による基礎的な知識を修得し、少人数のゼミナール教育が連

動して応用力の修得に結びつける。基本科目群・展開科目群はそれぞれの専門領域の

現代的テーマ・素材に基づいて展開する。 

(2) ゼミナールでは現代的な経営の諸テーマについて調べ、議論し、報告することを中心
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に展開する。情報系の専門科目でプレゼンテーション能力を修得する一方、専門科目

でもグループ・ディスカッションやグループ・テーマによるプレゼンテーションの機

会を取り入れる。 

(3) フィールド実践では対象地域の課題発見、課題解決の政策提言を中心とするフィール

ドワークを展開し、地域課題解決型、地域貢献型のプロジェクト実践を配置する。就

業力を高めるマーケティング実践では、ボランティア、地域貢献により課題解決能力

を高める。 

 

【評価方法】 

(1) 基礎・基本・展開科目群では小レポート、レポート課題、グループ・ディスカッショ

ン、プレゼンテーション、定期試験など多様な方法により評価する。 

(2) ゼミナールではゼミ活動への参加度、課題の実行、ディスカッションへの参加度など、

個々の学生の個性と努力を見極め、多様でありながら適正な評価をする。 

(3) 実践科目では活動への参加度を基本とし、活動への関わり方を重視して学生の成長度

合いとその意識化を見て総合的に評価する。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(1) 少人数教育である基礎ゼミナールを配置し、アカデミック・スキルの修得を確実なも

のにする。 

(2) 学部教員がその専門領域のみならず、広く文化と経営についての講義をリレー形式で

展開し、学部への帰属意識や教員とのコミュニケーション、また教養を高める学習を

展開する。 

(3) 基礎科目群を１年次に配置し、専門科目への興味・関心を引き出すようにする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。具体的には、高校で履修す

る国語、外国語、理科、数学、地理歴史・公民などの社会科科目の内容を理解して

いること。 

(2) 企業経営や人間の経営行動、消費行動について考察し、理解していること。 

(3) グローバル化したビジネスや地域の発展について、自らの考えを的確に表現し、

伝えられること。 

(4) 経営学科で行なうフィールド実践に率先して参加し、経営実践の学修に取り組む

意欲があること。 

(5) 経営学を学び、ビジネス感覚を身につける意欲があること。 
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学部等名 経営学部 会計ファイナンス学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

経営学部会計ファイナンス学科は、会計とファイナンスの領域における経営実践の学修

を通じ、会計とファイナンスの領域にまたがる幅広い知識を身に付け、社会的ニーズをサ

ポートする豊かな知識と高度なモラルを併せ持つ人材の育成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 現代社会の諸問題に関する基礎的知識の上に会計とファイナンスに関する現代的、実

践的な専門知識を修得している。 

(2) 自らの思考、判断のプロセスや結果を説明するためのプレゼンテーションとコミュニ

ケーションの技能を修得している。 

(3) 会計人、金融ビジネスパーソンとしてのモラルとコンプライアンス精神を備え、社会

の持続可能性を追求できる戦略的思考と論理的な問題解決能力を修得している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として４つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるため

の基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キ

ャリア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グローバル科目群」で

グローバルな視野で社会に貢献できる力を修得する。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 「基礎知識、実践的専門知識」を育成するため、基礎科目群、展開科目群、ゼミナー

ル科目群を設ける。１年次から簿記他の資格取得科目を配置する。 

(2) 「プレゼンテーションとコミュニケーション技能」を育成するため、４年間の一貫し

たゼミナールと国際科目群の中で少人数教育を徹底する。今日のグローバル化した社

会に適応するために、国際科目群においてグローバル・コミュニケーション・スキル

を磨く。 

(3) 「戦略的思考、論理的問題解決能力」を育成するため、４年間の一貫したゼミナール

の中で少人数教育を徹底する。 

 

【学修方法】 

(1) 資格科目を中心に習熟度別の指導を行う。基礎科目群、基本科目群、展開科目群、ゼ

ミナール科目群、実践科目群間のカリキュラム・マップを読みやすく提示することで、

それらの関連性を理解しやすくしたうえで、学修できるよう指導する。 

(2) １年ゼミでは、学修姿勢の涵養に努めるとともに、ビジネスの基礎を学習させる。こ

のことによって、プレゼンテーションや議論をする基礎力をつける。上級学年では、

各自の希望に基づき簿記・会計難関資格を目指すもの、ファイナンス関連等を学ぶも

の、に大きく分かれる。いずれも、「実践的」であることを求め、プレゼンテーショ

ン・コミュニケーションの力が培われる。 

(3) 現実の世界で真に実践的であるためには、目先の細部ばかりにとらわれず、長期的視

野で理論的に現実を観察し考察する必要がある。実際、ほとんどの学生は２年生から

４年生まで同じゼミに属し、１年単位ではなく２年３年のより長期の単位で、自らの

学修計画をたてる。その学修計画過程およびゼミで与えられるまたは自ら設定する課

題に取り組むなかで、短期ではない「戦略的思考」「理論的問題解決能力」を身につ

けていく。 
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【評価方法】 

(1) 基礎科目群においては、何回かの小テスト、小レポートを課すこと等で、理解度をチ

ェックし、最終的に定期試験または最終レポートで評価を行う。展開科目群では、知

識の吸収度合に加えてその応用力を問う課題を与え、これへの対応力をも評価の対象

とする。 

(2) プレゼンテーションとコミュニケーションの能力は、教員ばかりでなく、ゼミの仲間

および、学部の他者からの評価も参考に行われる。さらには、全国的な大学生による

討論会に参加するゼミでは、他学の学生との討論内容をも評価の参考とする。 

(3) 点数をとることも大事だが、本質的な理解に達しているかどうかを評価する。本質的

に理解していれば、自分の言葉でそれを説明できる。たとえば、専門用語を使わずに、

専門科目の学習内容を説明できるかどうかを評価する。ついで、その知識が、どのよ

うな分野とのつながりがあり、今後どのように展開していくかを考えることができる

かどうかを評価する。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、特に簿記・会計科目に

おいて、習熟度別にクラス編成を行う。それによって、既修者はより先に進むことができ、

初学者は基礎からこれを学ぶことができる。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。具体的には、高校で履修する国

語、外国語、理科、数学、地理歴史・公民などの社会科科目の内容を理解しているこ

と。 

(2) 会計やファイナンス（企業金融や投資理論）について、考察し理解していること。 

(3) グローバル化したビジネスや地域の発展について、自らの考えを的確に表現し、伝え

られること。 

(4) 簿記・会計を中心とした資格取得に取り組む意欲があること。 

(5) 会計・ファイナンスを学び、ビジネス感覚を身につける意欲があること。 
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学部等名 経済学部 経済学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

経済学部経済学科は、複雑に変化する現代経済とその諸問題を探求しつつ、学生の豊か

な人間性を涵養し、経済学を中心にして、法律学や情報学や社会学などの社会科学分野の

知識を深め、国際的視野と地域視点を持って経済を分析する能力を高め、その知識や分析

能力を活用し、同時に、異文化理解を深め、社会や産業の発展に貢献する人材を育成する

ことを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 国際的視野と地域視点を持ちながら、複雑に変化する現代経済の諸現象を多角的に分

析するための専門知識を修得している。 

(2) 現代の経済ならびに社会に関する様々な情報を収集し、それを論理的に分析する知識

と技術を身につけて、自ら現代の経済ならびに社会の諸問題を発見し、解決する能力

を修得している。 

(3) より深い人間性と倫理観を身につけ、創造的な思考能力をもって市民社会の形成に参

加し、産業社会で活躍できる能力を修得している。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として５つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるため

の基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キ

ャリア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グローバル科目群」及

び「地域連携科目群」で、グローバルと地域の視点から社会に貢献できる力の修得を目指

す。専門教育においては、「導入科目群」、「初年次科目群」、「専門基礎科目群」、「コ

ース科目群」を配置し、各分野の専門性を体系的に高める。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 「多角的に分析するための専門知識」を育成するため、「専門基礎科目群」を配置し、

経済的思考力や他の社会科学分野の専門基礎力をアップさせ、経済学と他の社会科学

分野ならびに情報学などの基礎的分野に関する知識を養う。「コース科目群」を配置

し、各分野の専門性を高める。 

(2) 「問題発見、解決能力」を育成するため、４年間一貫したゼミナール教育を設け、専

門知識とその応用能力を養い、報告・討論の実践を行う。 

(3) 「産業社会で活躍できる能力」を育成するため、「国際経済」、「地域経済」、「キャ

リアアッププログラム」の３コースを設け、「キャリアアッププログラム」コースに

は「公共政策（公務員養成）」、「金融（ＦＰ）」、「情報（ＩＴ）」、「社会調査」

の４プログラムを配置する。 

 

【学修方法】 

(1) 「専門基礎科目群」は知識を身につけるための座学・演習方式を採用し、「コース科

目群」では、身につけた知識をもとに思考力・専門基礎力のアップを図る。 

(2) ゼミナールは主として小人数のゼミナール形式による文献講読とディスカッション形

式であるが、ディスカッションの中で自ら問題設定するための訓練を行う。そのため

に、情報検索、実地調査、実施報告を行う。その過程を通じて「問題発見、解決能力」

を身につける。 
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(3) 各コースについて、「国際経済」では国際社会で活躍するための知識、「地域経済」

では地域社会で活躍するための知識、「公共政策」では公務員に必要とされる知識、

「金融」ではファイナンシャルプランナーの知識を主として、座学・演習形式で学ぶ。

「情報」は情報社会で活躍するための知識、「社会調査」は講義・演習を一体化した

学修により、調査の方法を身につける。 

 

【評価方法】 

(1) 「専門基礎科目群」においては小テスト、レスポンスシート、定期試験、課題提出な

どによって履修者の到達度を出来る限り詳細に把握する。「コース科目群」において

は、総合的なレポート、関連する資格取得などの面から評価する。 

(2) ゼミナールにおける評価は、基礎知識の定量的評価に加え、履修者の成長の過程を記

録・評価する。ここでは、問題発見、解決能力を評価項目として分けて、評価の具体

化を図る。 

(3) 各コースについては、到達目標が明確であり、その達成（点数、課題の完成、資料の

作成）に向けた指標に基づいた評価を行う。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(1) 学生生活への適応を図り、大学生としての能動的・自律的な学習習慣・態度を身につ

けるための１年次ゼミを実施する。 

(2) 教養教育と並行し、専門教育を受ける上での基礎となるアカデミックスキルの訓練を

１年次専門科目に内挿して行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を持っていること。 

(2) 公民科、地理歴史科などの学習を通じて、経済学および社会科学分野を学ぶための必

要な基礎学力を持っていること。 

(3) 社会的な諸課題について、問題意識をもち、説明・表現できること。 

(4) 地域や社会に貢献するために経済学を学びたいと考えていること。 
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学部等名 人文学部 人間科学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

人文学部人間科学科は、人間尊重の精神のうえに立ち、「人間とは何か」をたえず問いかけ

ながら、人間そのものと人間を取り巻く社会的・教育的・文化的諸問題について、個別学問の

基礎知識と専門性を踏まえたうえで幅広く総合的に考えることを目指している。また、単なる

理論だけではなく体験学習や実習を重視することによって、人間に関する広い視野を持つとと

もに専門性を持った職業人を養成し、広く社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 人間と人間を取り巻く環境についての幅広い基礎知識のうえに、個別学問の専門性を身

につけている。 

(2) 総合科学としての人間科学の視点と対象の問題分析能力を身につけている。 

(3) 自らの思考や判断を説明するプレゼンテーション技能と、相互理解のためのコミュニケ

ーションの技能を修得している。 

(4) 人間と人権を尊重する民主的な精神とそれに基づく判断力を身につけている。 

(5) 自らの問題を発見し、的確な論拠をもって主張を導き、他者にわかりやすく説明する思

考力と表現力を身につけている。 

(6) 広い視野と実践的な方法で現代の人間と社会の再生に貢献しようとする創造的、応用的

な思考能力を修得している。 

(7) 既成の観念や学問体系にとらわれず、総合的、自律的に学ぶ姿勢を持つことができる。 

(8) 課題に即して周囲と協力・協働して、解決に向かってともに進むことができる。 

(9) 社会の動向をよく理解し、地域社会の一員として貢献する高い志を持つことができる。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

(概要) 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として５つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるための

基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キャ

リア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グローバル科目群」及び

「地域連携科目群」で、グローバルと地域の視点から社会に貢献できる力の修得を目指す。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 個別科学の専門性と人間科学としての総合性を兼ね備えた視点と姿勢および地域社会の

一員として貢献する志を育成するため、「ソーシャルワーク専攻」「心理・教育専攻」

「地域文化専攻」の３つの専攻を設け、かつ専攻の枠を超えた多角的な学修を促す。 

(2) 問題を発見し、主張を導き、周囲にわかりやすく説明する創造的な思考力、表現力およ

び協同性を育成し、かつ４年間一貫の段階的な少人数教育を保証するため、必修科目の

基礎ゼミナール、演習、専門ゼミナールおよび卒業研究などからなる学科共通科目群を

設ける。 

上記に加え、他学部、他学科の指定科目と共通教育科目の関連科目の履修を可能と

し、さらに資格関連科目を配置することで、幅広い視野を身につけるとともにさまざま

な分野の資格取得に対応する。 

【学修方法】 

(1) 「ソーシャルワーク専攻」では、社会福祉学の基礎や展開・応用に関する科目群を履修

すると共に、他者と協力し生活問題の解決を図る力を養うソーシャルワークの演習・実

習に関する科目群を設ける。「心理・教育専攻」では、心理学、教育学の科目群を核と

し、それらに加えて、人間の多様性を理解し共生社会の実現に向けた課題を学ぶ科目群

を段階的に履修する。またとくに障害児・者の特徴の理解及び教育法に関連する科目群
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を設ける。「地域文化専攻」では、考古学、民俗学、歴史学、社会学および博物館・デ

ジタルアーカイブ関連の科目群を段階的に履修する。またとくに北海道という地域に関

連する科目群を設ける。 

(2) 「学科共通科目群」では、１年次から４年次にかけて全員が少人数のゼミナールまたは

演習に所属する。１年次の基礎ゼミナールは後述する。１年次後期からはレイターマッ

チングにより各自の志向にそった学修を進める。２年次では各自が選択した専攻ごとに

分かれて、各自の専門的な関心に即し、対象から問題と結論を導き報告し議論する基本

的な力を養う。３年次および４年次前期は各自の関心にそった専門ゼミナールに所属

し、専門的な問題の設定、先行研究の把握、適切な方法による資料収集・調査および専

門性を同じくする学友のなかでの報告・討論を行う。さらに自己の問題関心を深めたい

学生は４年次で卒業研究を履修することができる。 

【評価方法】 

(1) 小テスト、中間試験、レスポンスシート、課題提出など多岐にわたって履修者の到達度

を把握しながら授業を進め、最終的に定期試験もしくは期末レポートによって評価す

る。 

(2) 評価方法は、ゼミナールにおける発表や発言等の主体的な参加に見られる平常の学修状

況の観察や、提出された課題の到達度、資料収集やプレゼンテーション・討論の習熟度

も評価する。卒業研究は、平常の指導の過程および最終的に提出された論文の到達度に

よって評価する。 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(1) 学生生活への適応を図り、大学生としての能動的・自律的な学習習慣・態度を身につけ

るため、少人数による基礎ゼミナールを実施する。ここでは、演習形式をとりつつ、本

学科の各専攻での学修内容への理解を深め、レイターマッチングによる専攻の選択を主

体的にまた円滑に行うための準備を進める。 

(2) 「人間科学基礎論」を設ける。個別学問の専門性および総合的な人間科学の視点を兼ね

備えた学科の教育課程への導入として位置づけ、複数の担当者によるオムニバス形式に

よってレイターマッチングのために必要な情報を提供するとともに人間と人権を尊重す

る精神を養う。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 国語科の基礎学力を備えていること。 

(3) 地理歴史科・公民科などの学習を通し、社会の諸問題を理解するために必要な基礎学力

を備えていること。 

(4) 身の回りの人間と人間社会・文化に関する諸課題を多面的にとらえて考察し、それを自

身の言葉で表現し、他人に伝えることができること。 

(5) 主体的な専攻選択に向けて、自らの興味関心に基づく多様な学びをどのように展開して

いきたいのか、具体的に考えることができること。 

(6) 人間と人間社会・文化に関心があり、地域社会の発展に貢献しようとする意欲を持って

いること。 

(7) 現代社会が抱える矛盾と人々の生活の実態に関心を持ち、それらを当事者の視点から理

解し解決したいと考えていること。 

(8) 人間の心理を深く知り、教育という営みをとおして、共生社会の実現に貢献しようと考

えていること。 

(9) 多様な文化の理解と歴史的思考力を深め、地域の文化の継承と地域社会の活性化に貢献

したいと考えていること。 
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学部等名 人文学部 英語英米文学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

人文学部英語英米文学科は、高度な英語運用能力を養成しつつ、英語学・英米文学・英米

地域研究・異文化コミュニケーション学のそれぞれの学問領域を体系的に学び、人間性と人

間文化への豊かな理解を育み、国際化される地域社会に貢献できる人材を育成することを目

的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 人文、社会、自然科学についての幅広い基礎知識を身につけている。 

(2) 英語学・英語コミュニケーション・英米文学・英米文化の専門知識、プレゼンテー

ション技能とコミュニケーションの技能、そして地域社会、国際社会に貢献できる

英語運用能力を身につけている。 

(3) 英語に関する幅広い専門知識を基に、自らの考えをまとめ、聞き手に分かりやすく

伝えたり、他者との間で論理的かつ説得力のあるディスカッションをしたりするた

めの思考力を身につけている。 

(4) 地域社会、国際社会に貢献できる英語の表現力を身につけている。 

(5) 主体的な態度で学修に継続して取り組むことができる。 

(6) 多様な文化的背景を持つ人々と双方向的にコミュニケーションを取ろうとする意欲

を身につけている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として５つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるための

基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キャ

リア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グローバル科目群」及び「地

域連携科目群」で、グローバルと地域の視点から社会に貢献できる力の修得を目指す。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 「英語圏の言語、文化の専門知識」を育成するため、「英語学」「英米文学」「英米地

域研究」「異文化コミュニケーション学」の学問領域について体系的に学べるように科

目を配置し、英語圏の言語の理解および英語運用能力の向上に結びつける。 

(2) 「プレゼンテーション技能とコミュニケーション技能」を育成するため、上記の各分野

における専門科目の中でプレゼンテーションやディスカッションの機会を提供する。 

(3) 「英語運用能力」を育成するため、英語４技能の基盤を成す英語・英米文学や文化に関

する総合的な知識を豊かにする科目および４技能の向上を図る科目を配置する。 

 

【学修方法】 

(1) １・２年次に学ぶ基礎知識を土台とし、３・４年次はより専門的な内容を学び、段階的

に専門知識を積み上げていく。また４年次の専門ゼミナールでは、プレゼンテーション

やディスカッション形式で、より主体的な学びを行うと同時に、各自の研究テーマを追

求する。 

(2) 英語に関する幅広い専門知識を基に、自らの考えをまとめ、聞き手に分かりやすく伝え

たり、他者との間で論理的かつ説得力のあるディスカッションをしたりするための技術

を習得する。 

(3) １年次から４年次までの専門科目における学びを通じて、英語に関する知識を深めなが
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ら、英語の理解や産出に関わる技能を身に付ける。 

 

【評価方法】 

(1) レポート、試験、レスポンスシートなど、複数の観点から総合的に適切な評価を行う。

また知識や技能の修得のみならず、学習者の学ぶ意欲と理解度の深化を多面的に捉え、

学習者の主体的な学びを評価する。 

(2) プレゼンテーションやコミュニケーション技能について、発表や議論の内容のみなら

ず、話の構成や伝え方の面も含めて総合的な評価を行う。 

(3) ４年間に渡る各専門分野での学習を通じて英語４技能がどのように伸びたかを、英語資

格・検定試験における得点の推移も含めて評価する。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(1) 早期合格者に対し入学前課題を行い、高校在学中から大学入学の期間における学習習慣

の継続を促す。またその取り組み状況について、１年担任予定者を中心に情報共有を行

い、入学後の修学指導に役立てる。 

(2) 初年次生を中心に、ＳＡ・ＴＡによるスタディーサポートデスクの利用を促し、基礎的

学力の足固めを支援するとともに、専門分野の学びへの移行を円滑に行う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf  ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 高等学校卒業に相当する「英語」「国語」の基礎学力を備えていること。 

(3) 英語圏を中心とした外国の言語・文学・文化・ニュース・映画などに積極的に触れ、そ

れに関する自分の意見を論理的にわかりやすくまとめ、表現する力を身につけているこ

と。 

(4) 英語に興味を持ち、高等学校在学中に英検（実用英語技能検定）準２級以上を目標に取

り組んでいること。また、大学入学後に英語の実践的運用能力（英検２級以上もしくは

それに相当するＴＯＥＩＣレベル）を身につけるよう取り組む意欲があること。 

(5) 多様な文化や言語に関心があり、その理解を海外留学、国際交流などを通して深めるこ

とに興味があること。 

(6) 英語力やコミュニケーション力を活かした社会貢献を目指していること。 
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学部等名 人文学部 こども発達学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

人文学部こども発達学科は、子どもの発達と教育の基礎理論の学習と実践的演習の体験

を通して、豊かな人間性を備え、子どもを共感的な視点でみつめ、支援できる人材を養成

する。特に、乳幼児の活動や相互作用、児童の好奇心・思考力等の基礎的知識はもとより、

彼等の健康、文化に関する発展的理解を通じ、小学校の教育、地域における子育て支援等

に貢献しうる実践的力量を養うことを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 人間と人間を取り巻く環境についての幅広い基礎知識を身につけている。 

(2) 現代社会を豊かに生きるための技能と教養を身につけている。 

(3) 子どもに対する共感的な視点を身につけている。 

(4) 子どもの発達と教育に関する専門的知識を身につけている。 

(5) 教育・保育の現場の状況に対応するための実践力を身につけている。 

(6) 地域社会の教育・保育に寄与する知識・技能を身につけている。 

(7) 課題に対し、学んだ知識を活用し、解決策を考えることができる。 

(8) 乳幼児から児童期に至る心身の発達を見通す視点から問題を考えることができる。 

(9) 子どもの発達と教育に関する問題を発見し、解決することができる。 

(10) 自らの思考や判断を説明するためのプレゼンテーション技能を身につけている。 

(11) 双方向的発展を可能とするコミュニケーション技能を身につけている。 

(12) 学修を継続的に行う意志を持ち、主体的に取り組むことができる。 

(13) 現代社会の諸問題、とりわけ、子どもの発達と教育に関する問題に関心を持ち、

積極的に考える態度を身につけている。 

(14) 子どもの未来を担う現代の教育・保育への情熱と、その発展に貢献する高い志を

持っている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

(概要) 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として３つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるた

めの基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教

養、「地域連携科目群」で地域の視点から社会に貢献できる力の修得を目指す。 

専門教育では、乳幼児から児童期に至る心身の発達を見通すことのできる実践的な力

を培い、子どもの未来を担う保育・教育の現場で活躍できる人材を育成する。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りで

ある。 

(1) 「専門的知識」を育成するために「心理・発達」、「社会・福祉・教育」の科目群

を配置する。 

(2) 問題解決能力を育成するために、１年次の導入教育から４年次の「卒業研究」まで

一貫した少人数教育を保証する。 

(3) プレゼンテーション技能・コミュニケーション技能を育成するため、演習科目や実

習科目を配置し、発表や討論を体験できるようにする。 

(4) 子どもに対する共感的視点、教育・保育の現場に対応する創造的実践力を育成する

ために、「小学校教職課程」、「保育」の科目群を配置し、教育・保育の現場に即

した授業内容を展開する。 

(5) 社会教育に関わる科目を設置し、また、学校や保育園等の現場に触れる機会、地域

の子どもと触れ合う機会を提供する。 
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【学修方法】 

(1) 講義科目から、子どもの発達・教育に関わる専門的知識を幅広く身につけ、アクテ

ィブ・ラーニングを導入した授業に積極的に参加して理解を深める。 

(2) 演習・実習科目において、学生個人またはグループでの研究、共同制作などを経験

し、自らの課題を発見し解決策を考える問題解決能力を身につける。 

(3) 演習・実習科目において、学生個人またはグループによる発表や討論を経験するこ

とで、プレゼンテーション技能と、相互に理解するためのコミュニケーション技能

を身につける。 

(4) 「小学校教職課程」、「保育」の科目群において、子どもへの共感的視点と、現場

の状況に柔軟に対応する創造的実践力を身につける。 

(5) 地域の教育に関係する科目で知識を身につけ、教育・保育の現場や地域の子どもと

触れ合うことで実践力を磨く。 

 

【評価方法】 

(1) 「心理・発達」科目群、「社会・福祉・教育」の科目群における専門的知識の修得

は、試験、レポート、リアクションペーパーなどで到達度を把握して評価する。 

(2) 問題解決能力は、レポート、発表・討論の内容、参加態度などで到達度を把握して

評価する。 

(3) プレゼンテーション技能・コミュニケーション技能は、発表内容、討論への参加態

度などで到達度を把握して評価する。 

(4) 共感的視点、創造的実践力は、実践的な取り組みへの参加態度やレポートなどで到

達度を把握して評価する。 

(5) 地域の教育に貢献する実践力は、参加態度と成果報告のプレゼンテーションなどで

到達度を把握して評価する。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を

行う。 

(1) 高大接続では、入学者を対象に入学前学習を課す。 

(2) 学生生活への適応と大学生としての自立的な学習態度を身につけるために１年次ゼ

ミを実施する。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 国語科の基礎学力を備えていること。 

(3) 子どもの発達や教育・保育に関するニュースや文献に積極的に触れ、自分の持ってい

る知識や経験をもとに論理的に考え、それを表現できること。 

(4) 自らの興味・関心や目指すべき進路（小学校教員、保育士など）に基づいて、学びを

どのように展開したいかを主体的かつ具体的に考えることができること。 

(5) 人間発達の広い視野に立ち、子どもの発達支援や教育に寄与しようとする意欲を持つ

こと。 

(6) 高等学校等での課外活動や地域や子どもに対するボランティアなどの多様な活動経験

を有する、あるいは、今後行いたいという強い意欲があること。 
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学部等名 心理学部 臨床心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要） 

心理学部は、自分、家族、地域そして社会のために心の健康を理解し推進できる人材と

なり、長きにわたり活躍できるべく、心理学的支援、認知科学、精神保健福祉学の学びを

通して客観的に問題を理解する視点、人と関わる基本的な態度、自立した自我を身に付け

られるよう育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 臨床心理学を核として、心理学的支援、精神保健福祉学、認知科学の専門知識を身に

つけている（知識・理解）。 

(2) 心理学的支援の土台となる「自己肯定感」「協働する力」「自己省察力」が備わって

いる（関心・意欲・態度）。 

(3) 心理学的支援の柱となる「調査研究力」「コミュニケーション力」「心理的・福祉的

援助スキル」を備えている（技能・表現）。 

(4) 大学で修得した態度・知識・技術を地域社会に還元することができる（社会への還元）。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として３つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるため

の基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教養、「キ

ャリア科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力及び社会に貢献できる力の修得を

目指す。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(1) 全ての学びの基礎となるアカデミックスキル及び、心理学的支援の土台となる「自己

肯定感」「協働する力」「自己省察力」を培う目的で、必修科目として専修基礎科目

の中に臨床心理基礎ゼミナールと臨床心理応用ゼミナールを配置する。 

(2) 心理学的支援、精神保健福祉学、認知科学および、調査研究力、コミュニケーション

力、心理的・福祉的援助スキルの基礎力をつける目的で、必修科目または選択必修科

目として上記（１）に加えての他の専修基礎科目を配置する。 

(3) 心理学的支援、精神保健福祉学、認知科学および、調査研究力の専門的な学びを体系

的に深める目的で選択科目として専修科目を配置する。 

(4) コミュニケーション力と心理的・福祉的援助スキルの実践的養成を行う目的で、選択

必修科目として専修職能・実習科目を配置する。 

(5) 上記に加えて他学科科目の履修を認めることで幅広い基礎教養形成への道筋を用意す

る。 

【学修方法】 

(1) 講義・演習による学修：学生の関心領域に基づいた心理学、臨床心理学、精神保健福

祉学の専門的知識や技能を段階的に学んでいく。アクティブ・ラーニングを取り入れ、

学生の興味や関心を引き出しつつ、協働して問題を解決することができるようにする。 

(2) 体験・実技習得による学修：学外施設の見学・研修、外部の専門家の招請、また学内

での実技実習などを通して臨床的現場での現実を見聞し、心理学、臨床心理学、精神

保健福祉学の専門家としての基本的な考え方や心理的援助スキル、心理コミュニケー

ション力などの体験的習得を目指す。 

(3) 社会人としての素養が身につく学修：それぞれの科目においても（１）（２）の学修

方針を重視し、専門的知識だけではなく、多様な人間や社会への理解や洞察を深めて

いくと同時に、社会人として教養が身についていくように授業を展開する。 
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【評価方法】 

(1) 講義科目については、定期試験、レポートなどによって、またアクティブ・ラーニン

グでは小テスト、リアクションペーパーや小レポートなどによって、心理学、臨床心

理学、精神保健福祉学の専門家としての基本的な考え方や技法、対人姿勢などについ

て履修者の到達度を把握する。 

(2) 演習科目および実習科目については、授業内の取り組み状況と課題提出によって、心

理学、臨床心理学、精神保健福祉学に基づく、理解力・実践的対応力が身についたか

を把握する。 

(3) 卒業論文については、提出される論文の内容と発表会の内容に基づいて心理学、臨床

心理学、精神保健福祉学に関する理解度と、これらを活用して課題を解決する力の到

達状況を把握する。 

 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(1) 学修概念の転換：初年次には、大学生としてのアイデンティティー形成の一環として、

大学入学までの受動的・管理的な学修概念から、能動的・自律的・双方向的な学修概

念への転換を促す。 

(2) モチベーションの増進：心理学、臨床心理学、精神保健福祉学の概論を一年次に学ぶ

ことで、幅広く当該分野の全貌を把握するとともに、その中でも興味がある分野を発

見し、モチベーションが増進するように促す。 

(3) コミュニケーションの充実：教員と学生のコミュニケーションをはじめ学生同士の交

流や大学各部門の相談の場の活用を促し、大学生活へのスムーズな移行と適応を図る。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 国語、社会、数学、理科、英語などの基礎的学習を通し、心理学を学ぶために必

要な基礎知識を習得していること。 

(3) 問題を抱えた人の心を研究するために、人間存在に関する深い理解を通して問題

の背景について考える力があること。 

(4) 心の問題を抱えた人を援助するために、状況に合わせて適切に判断する力を有し

ていること。 

(5) 先入観にとらわれず、柔軟な視点でものごとを捉える姿勢があること。 

(6) 人間尊重の立場から地域社会に貢献しようとする意欲があること。 
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学部等名 法学部 法律学科 

教育研究上の目的（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000d2fwg.pdf） 

（概要 

法学部法律学科は、法と政治をめぐる諸問題を考察することで、それらを解決する理論

的な思考力と人権を尊重する態度を学び、地域社会とグローバル社会に貢献できる人材を

育成することを目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

（概要） 

(1) 法学的思考を広い視野の上で深めることができるよう、法学・政治学の基礎知識を

身につけている。 

(2) 法の条文解釈や判例の内容理解を通じて法学の専門知識を身につけている。 

(3) 社会の紛争を法学的な観点にたち解決又は処理できる技能を身につけている。 

(4) 法的事象・政治的事象について客観的に考察する力を身につけている。 

(5) 法的事象・政治的事象について公正に判断する力を身につけている。 

(6) 客観的な考察と判断を発表する能力とともに、他者と討論するコミュニケーション

能力を身につけている。 

(7) 一つの目標を達成したあと、次なる目標の達成に向け挑戦する気概をもって学び続

けることができる。 

(8) 紛争の解決に向け、グローバルからローカルに至る様々なところで、他者とともに

行動する能力を身につけている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：履修要項、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf） 

(概要) 

【教育課程の編成方針】 

教養教育として５つの科目群を体系的に設け、「基礎科目群」で現代社会を生きるため

の基礎力、「人文・社会・健康・自然科目群」で現代社会を豊かに生きるための教

養、「キャリア・総合科目群」で生涯にわたって自律的に学び続ける力、「グロー

バル科目群」及び「地域連携科目群」で、グローバルと地域の視点から社会に貢献

できる力の修得を目指す。 

法学部は、入学して早い時期に「早期の小さな成功体験」（early small success）

をしてもらい、それをファースト・ステップとしてステップ・バイ・ステップで専

門知識を修得していくことと、専門知識と実践の融合を重視し、知識偏重に陥らず

社会に貢献できる行動力を養うことを、カリキュラムの基本方針とする。 

ディプロマ・ポリシーで掲げた目標を達成するための専門教育課程編成は次の通りであ

る。 

(１) １年次に必修科目である「憲法入門」「民法入門」を履修し法学に関する基礎知

識を得るとともに、「基礎ゼミナール」で学修する姿勢を身につけさせる。 

(２) ２年次から自らの進路に合わせてコースを選択し、それぞれのコースにおける専

門科目の履修を通じて専門知識を深めながら、論理的思考力と判断力、発表力を発

展させる。 

(３) 地域活動の参加に向けた科目を設け、グローバルからローカルに至る様々なとこ

ろで、現代社会が抱える諸問題の解決に向けて行動する力を身につけさせる。 

(４) 早期の小さな成功体験に始まり、２年次以降にも資格・検定試験の受験を誘導す

るプログラムを設け、さらなるステップへの挑戦の誘導をはかる。 

【学修方法】 

(１) 「学部コア科目」に位置付けられる専門科目を履修し、法学・政治学に関する基

礎知識を早期に身につけるとともに、少人数クラスの「基礎ゼミナール」において

専門科目の学習に必要なスキルを学ぶ。 
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(２) ２年次から各コースの「基礎科目」「展開科目」の専門科目を履修し専門知識を

学ぶとともに、「専門ゼミナール」を履修し法学・政治学等へ理解を深める。 

(３) 裁判に関する専門知識を学び模擬裁判のシナリオを作ることで、紛争を法的な観

点から解決する能力を身につける。 

(４) ２年次からの少人数の履修者で発表・討論を中心とする「専門ゼミナール」にお

いて、法学・政治学等を学ぶことで論理的思考力と判断力、発表力を身につける。

３年次にはゼミナール論文を作成することで客観的な考察力を身につける。 

(５) 「模擬裁判ゼミナール」の履修で専門知識を実践的に活かす能力を身につけ、さ

らに地域活動等を単位認定する「地域インターンシップ」を履修し、グローバルか

らローカルに至る様々なところで他者とともに行動する実践的な能力を身につけ

る。 

(６) １年次より法学検定試験ベーシックの受験を積極的に誘導し、早期の小さな成功

を達成し、２年次以降にさらなる資格・検定試験を受験し、ステップ・バイ・ステ

ップで自分の目標を達成する。 

【評価方法】 

(１) 「入門」系の専門科目では、定期試験の結果を柱に小テスト、レスポンスシー

ト、提出課題などを総合的に考慮し成績評価する。「基礎ゼミナール」では、提出

課題、発表内容や討論への参加状況などを考慮し評価する。 

(２) 各コースの専門科目については、定期試験の結果を柱に、小テスト、レスポンス

シート、提出課題などを考慮し評価する。 

(３) 模擬裁判のシナリオ作りへの熱意、実演等を総合的に評価する。 

(４) 「専門ゼミナール」では、発表内容や討論への参加状況などを総合的に考慮し評

価する。 

(５) 地域活動等については、単位認定する条件を満たしていること、さらに活動に関

する発表、報告書等をもって評価する。 

(６) 指定する資格・検定試験に合格した場合には単位認定をおこなう。 

【初年次教育】 

高大接続および上記専門教育課程への移行を円滑に行うために、以下の初年次教育を行

う。 

(１) 学生生活への適応を図り、大学生としての能動的・自律的な学習習慣・態度を身

に付けさせるため、基礎ゼミナールを開講する。 

(２) 教養科目と並行して、１年生配当の専門科目でも、ノートの取り方、プレゼンテ

ーションの仕方など、専門教育を受ける上で必要になるアカデミックスキルの修得

を図る。 
 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：入試ガイド、ホームページ 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo00000d2fqx-att/j09tjo00000euhno.pdf ） 

（概要） 

(1) 高等学校卒業に相当する学力を身につけていること。 

(2) 高等学校等において、法学・政治学を学ぶ上で特に必要となる公民科、地理歴史科に

関心をもち学習に積極的であること。 

(3) 高等学校で課外活動や学校内・学校外でのボランティア活動などの経験があり、協調

性をもつこと。 

(4) 法学・政治学の専門知識と判断力を身につけ、自分の視野を広げ社会に貢献する意欲

をもつこと。 

(5) 自らの将来について考え、選んだ進路に進めるよう４年間を通じてステップアップの

努力ができること。 
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②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法： 

https://www.sgu.ac.jp/information/j09tjo000001je2h-att/j09tjo00000f036i.pdf 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

経済経営学部 － 20人 4人 6人 0人 0人 30人 

人文学部 － 25人 11人 8人 0人 0人 44人 

心理学部 － 10人 1人 2人 0人 0人 13人 

法学部 － 11人 4人 1人 0人 0人 16人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 211人 211人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ（以下のＵＲＬを参照してください。）

https://www.sgu.ac.jp/research/rm.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

本学の理念及び各学部学科・大学院各研究科の教育目標を踏まえ、教員が授業内容・方法を改善し向上

させるために行う組織的な取組として活動を行っています。また、札幌学院大学ＦＤセンター規程で定

めた構成員が、年 4回程度委員会を開催し授業改善方法などの諸課題を議論しています。 

FD 研究会を年数回開催し、学外の研究会等に参加して得た先駆的な取組み事例や自身の取組みを発表

するなどの活動を行っています。 

なお、学部・学科毎に毎月 10 分間 FD を開催しており、他学部他学科がどのような内容で実施したかを

年 2回ほど学部教授会で報告し、情報の共有を図っています。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

経済経営学部 300人 319人 106.3％ 900人 945人 105.0％ 0人 0人 

経営学部 － 人 － 人 － ％ 170人 271人 159.4％ 0人 0人 

経済学部 － 人 － 人 － ％ 150人 169人 112.7％ 0人 0人 

人文学部 205人 179人 87.3％ 870人 823人 94.6％ 0人 1人 

心理学部 120人 126人 105.0％ 430人 425人 98.8％ 0人 0人 

法学部 150人 142人 94.7％ 600人 620人 103.3％ 0人 0人 

合計 775人 766人 98.8％ 3,120人 3,253人 104.3％ 0人 1人 

（備考） 

編入学定員は、「欠員の範囲」で「若干名」 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

経営学部 
124人 

（100％） 

2人 

（1.6％） 

95人 

（76.6％） 

27人 

（21.8％） 

経済学部 
141人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

123人 

（87.2％） 

18人 

（12.8％） 

法学部 
85人 

（100％） 

0人 

（0.0％） 

73人 

（85.9％） 

12人 

（14.1％） 

人文学部 
155人 

（100％） 

2人 

（1.3％） 

124人 

（80.0％） 

29人 

（18.7％） 

心理学部 
99人 

（100％） 

9人 

（9.1％） 

63人 

（63.6％） 

27人 

（27.3％） 

合計 
604人 

（100％） 

13人 

（2.2％） 

478人 

（79.1％） 

113人 

（18.7％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

（主な進学先） 

桜美林大学大学院国際学術研究科、武蔵野大学大学院環境学研究科、札幌学院大学大学院臨床心理学研

究科、北翔大学大学院人間福祉学研究科、北海道大学教育学院、立命館大学大学院人間科学研究科、神奈

川大学大学院歴史民俗資料学研究科 

 

（主な就職先） 

北海道セキスイハイム株式会社、共和コンクリート工業株式会社、アイリスオーヤマ株式会社、株式会社

マキタ、トランス・コスモス株式会社、株式会社エイチ・アイ・ディ、株式会社北海道日立システムズ、 

日本貨物鉄道株式会社、株式会社ＪＡＬグランドサービス、北海道旅客鉄道株式会社、株式会社ロジネッ

トジャパン、大丸株式会社、株式会社北海道クボタ、リコージャパン株式会社、山田機械工業株式会社、 

株式会社竹山、株式会社ツルハ、株式会社ユニクロ、長谷川産業株式会社、イオン北海道株式会社、株式

会社コメリ、株式会社秋田銀行、旭川信用金庫、帯広信用金庫、北海道信用金庫、株式会社北洋銀行、稚

内信用金庫、株式会社かんぽ生命保険、ソニー損害保険株式会社、山地ユナイテッド株式会社、株式会社

常口アトム、住友不動産販売株式会社、株式会社カナモト、北海道リース株式会社、株式会社共立メンテ

ナンス、株式会社はなまる、ワタキューセイモア株式会社、株式会社あいプラン、北海道厚生農業協同組

合連合会、医療法人風のすずらん会（江別すずらん病院）、医療法人社団悠仁会羊ヶ丘病院、社会福祉法

人池田光寿会（児童養護施設十勝学園）、社会福祉法人千歳いずみ学園、社会福祉法人ノテ福祉会、社会

福祉法人北海道社会福祉事業団、社会福祉法人はるにれの里、社会福祉法人聖母会(天使の園）、社会福

祉法人砂川市社会福祉協議会、株式会社水戸心理・療育センター、独立行政法人国立高等専門学校機構、

国立大学法人北海道大学、学校法人 釧路カトリック学園、札幌市農業協同組合、南幌町農業協同組合、

税理士法人さくら総合会計、株式会社セコマ、税理士法人さくら総合会計、ＡＮＡ新千歳空港株式会社、

株式会社ペイロール、羽田空港サービス株式会社、北海道労働局（労働基準監督官）、北海道開発局（国

家一般職）、北海道職員（一般行政、教育行政、警察行政、社会福祉）、札幌市（一般事務・消防）、そ

の他道内市町村職員、北海道教員、札幌市教員、北海道警察、青森県教員、山形県教員、東京都教員 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

経営学部 
142人 

（100％） 

106人 

（  74.6％） 

14人 

（  9.9％） 

22人 

（  15.5％） 

0人 

（  0.0％） 

経済学部 
180人 

（100％） 

128人 

（  71.1％） 

19人 

（  10.6％） 

33人 

（  18.3％） 

0人 

（  0.0％） 

人文学部 
191人 

（100％） 

146人 

（  76.4％） 

16人 

（  8.4％） 

29人 

（  15.2％） 

0人 

（  0.0％） 

心理学部 
117人 

（100％） 

93人 

（  79.5％） 

14人 

（  12.0％） 

10人 

（  8.5％） 

0人 

（  0.0％） 

法学部 
102人 

（100％） 

79人 

（  77.5％） 

12人 

（  11.7％） 

11人 

（  10.8％） 

0人 

（  0.0％） 

合計 
732人 

（100％） 

552人 

（  75.4％） 

75人 

（  10.3％） 

105人 

（  14.3％） 

0人 

（  0.0％） 

（備考）中途退学の主な理由は、進路変更である。変更後の進路は、経済的な理由から就職が多い。留年

者についても経済的な理由から休学せざるを得ず、結果留年となっている事が多い。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

全ての授業科目の授業の方法、内容並びに授業計画は、シラバスとしてホームページや学内

システムを通じて公開しています。シラバスの作成にあたってはガイドラインを作成してお

り、毎年シラバスを作成する前に教員へ配布しています。 

 なお、シラバス作成ガイドラインでは、主に以下の点を記載するように定めています。 

①授業のねらい 

②履修者が到達すべき目標 

③授業の進め方、学修上の助言 

④アクティブ・ラーニングの要素の有無 

⑤ＩＣＴを活用した双方向型授業の有無 

⑥授業内容・計画・事前事後学修 

⑦授業科目に関連する実務経験の内容とその経験を活かした授業の展開 

⑧成績評価の基準と方法、課題に対するフィードバックの方法 

また、学生には履修要項を通じて、1年間の授業スケジュールを周知しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

成績評価にあたっては、学科の学位授与方針（ディプロマ•ポリシー）を踏まえ、教育課程

編成方針（カリキュラム・ポリシー）の評価方法に基づいて行うこととしています。授業科目

ごとに「履修者が到達すべき目標」を設定し、履修者の「学修成果の質」(達成度）に応じて評

価を行うこととしています。 

卒業又は修了の認定に当たっては、各学科で定めた「ディプロマ・ポリシー」をもとに、学

科で定めた学修成果を満たし、所定の科目及び単位を修得した学生に学士を与えていますが、

卒業判定は札幌学院大学学則第 47 条及び札幌学院大学組織規程第 10 条で定めた構成員が審

議し、作成した卒業判定資料に基づき各学部教授会おいて厳正に判定を行っています。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

経済経営学部 
経済学科 124単位 有 42単位 

経営学科 124単位 有 48単位 

経営学部 
経営学科 124単位 有 48単位 

会計ﾌｧｲﾅﾝｽ学科 124単位 有 48単位 

経済学部 経済学科 124単位 有 48単位 

人文学部 

人間科学科 124単位 有 48単位 

英語英米文学科 124単位 有 48単位 

こども発達学科 124単位 有 48単位 

心理学部 臨床心理学科 124単位 有 48単位 

法学部 法律学科 124単位 有 48単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：履修要項に記載し、履修指導のほか、成績優秀者、留

学や奨学金受給などの判定基礎資料として活用しています。 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：  

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページ 

【キャンパスマップ】 
 https://www.sgu.ac.jp/information/map.html 
【江別キャンパス】 

https://www.sgu.ac.jp/information/ebetsu_campus1.html 

【新札幌キャンパス】 

 https://www.sgu.ac.jp/information/Shinsapporo_campus.html 

【総合グラウンド】 

https://www.sgu.ac.jp/information/ebetsu_campus2.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

 

【令和 5年度入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経済経営 
経済 

750,000円 120,000円 230,000円 
その他は 

教育充実費 

経営 

人文 

人間科学 

英語英米文学 

こども発達 

心理 臨床心理 

法 法律 

 

【令和 4年度入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経済経営 
経済 

750,000円 - 200,000円 
その他は 

教育充実費 

経営 

人文 

人間科学 

英語英米文学 

こども発達 

心理 臨床心理 

法 法律 

 

【令和 3年度入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経済経営 
経済 

750,000円 - 200,000円 
その他は 

教育充実費 

経営 

人文 

人間科学 

英語英米文学 

こども発達 

心理 臨床心理 

法 法律 

 

【令和 2年度・1年度入学生】 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

経営 
会計ﾌｧｲﾅﾝｽ 

740,000円 - 180,000円 
その他は 

教育充実費 

経営 

経済 経済 

人文 

人間科学 

英語英米文学 

こども発達 

心理 臨床心理 

法 法律 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生の修学支援として、レポートや論文などの書き方、英語の勉強をサポートするＴＡや

ＳＡを配置しています。また、障がい学生支援として個々の障がいの状態に応じて、本人の

申請により講義中のポイントテイク、ノートテイク及びパソコンテイクによる講義情報保障

を行うと共に、肢体不自由学生には申請により通学介助も行っています。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 低学年では、自分を知り、将来について考えることを意識させる機会を設けている。キ

ャリア教育に関する科目（職業と人生 A、職業と人生 B、職業と人生 C、職業と人生 D、キャ

リアデザイン演習 A、キャリアデザイン演習 B、企業の経営と仕事、ビジネス演習 A、ビジネ

ス演習 B、キャリアデザインⅠ、キャリアデザインⅡ、キャリアマーケティングなど）を開

講し、１年次より学生の職業観醸成とキャリア形成を支援している。さらに、学生が自身の

能力把握と進路選択・職業選択に活用できるよう、１年次よりコンピテンシー検査（企業が

求める業績・成果に対する行動・思考特性を科学的に分析する検査）を３年次まで実施し、

実施後は結果の活用方法について解説を行なっている。 

進路に関わる相談窓口であるキャリア支援課では学生一人ひとりの適性を細かく把握できる

ように、学科ごとに担当職員を配置し進路相談と就職指導を行っており、合わせて３名のキ

ャリアアドバイザーによる、履歴書・エントリーシートの添削や面接指導などの個別指導も

行っている。 

インターンシップ（就業体験）については、キャリア支援課が事務局となり、受入先企業

の開拓、学生と企業・団体とのマッチングを行なっている。これは、学生が自身の適性を知

り、また、社会で必要とされている力についても知ることを目的としている。 

就職活動に関しては、学生専用のポータルサイト上に「就職支援システム」を整備してお

り、大学に届いた求人情報や卒業生の在社データ等に学生が自由にアクセスできる。また、

北海道外の企業の受験に際して航空券と宿泊費の半額を補助する「道外企業採用試験受験旅

費支援制度」を設け、学生をソフト・ハードの両面から支援している。 

３年生に対しては、内定者体験報告会や卒業生（先輩社会人）との懇談会、業界研究会を開

催し、社会で活躍している卒業生の話を聞く機会や業界・企業の理解を深める機会を提供し

ている。併せて、入社後のミスマッチを防ぐために、外部機関と連携し、求人票の見方やワ

ークルールについても学ぶ機会を設けている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

  学生が心身ともに健康的な学生生活が送れるよう「保健センター・保健室」及び「学生

相談室」を設置しています。「保健センター・保健室」には、看護師資格を有する専任職員

が常駐し、定期健康診断実施及び事後の健康指導、保健センター利用者への生活指導（外傷

時の手当ての方法の紹介や自炊学生への献立紹介等の栄養指導など）、医療機関への紹介、

アルコールパッチテストの実施及び結果判定カードによる指導、世界エイズデーや世界禁煙

デーなどの案内と啓蒙活動等の実施などを行っています。「学生相談室」には、臨床心理士

の資格を有するカウンセラーが各キャンパスに配置し、学生相談に対応しています。また、

多様性を持った学生の修学をサポートする目的として、保護者や学内教職員、医療機関や地

域との外部機関と連携を強化するため、コーディネーターを各キャンパスに配置し、学内外

との連携強化を図っています。さらに、学生相談室を利用し易くする目的として『セラピー

ドッグとのふれ合い』、グループワークを含めた学生同士の交流の場として『ランチカフェ

テリア』、心理教育として『ストレスマネジメント』、その他、コミュニケーションが苦手

な学生を対象とした『社会移行支援プログラム』を開催しています。 

 

 

 



  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：ホームページ（以下のＵＲＬを参照してください。） 
https://www.sgu.ac.jp/information/public.html 
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